






















 去る 6月 30日の京大上海センター協力会総会時の大きな国際シンポジウムの表題が「アジア共同体を京都から
構想する」だった直後でもあり、Ｂricsの一角のインド・ネパール視察は時宜にかなった企画といえます。当協力
会の大森經德副会長が団長でもあり、まだ若干の余裕があるそうですので、ご希望の方は 8月 25日迄にお申込く
ださい。（申込先：大阪能率協会 事務局 Ｅーmail:oma@crux.ocn.ne.jp）ＴＥＬ：06－6941－2709、  
ＦＡＸ：06－6947－4369 
 



















日程: 2008年9月28日(日)～10月6日(月) 8泊9日 参加費:258,000円(ﾎﾃﾙ:四つ星～五つ星)(二人部屋) 
     一人部屋追加料金53,000円｡ その他:空港税､燃料ｻｰﾁｬｰｼﾞ等必要｡ 
 
訪問先: 
 9月28日(日)       関空からタイ国際航空､インディアン航空をバンコク乗り継ぎでデリーへ 
     29日(月)       市内視察､クトゥブ塔(世界遺産)等､午後 日本大使館､JETRO訪問 
                    夕食 現地有力弁護士宅でホームパーティ参加､デリー郊外泊 
     30日(火)       デリー市郊外工業団地内2社訪問后アグラへ アグラ泊 
10月 1日(水)       アグラ視察､タージマハール(世界遺産)､アグラ城(世界遺産)訪問后 聖地ベナレス       
                    へ(寝台車泊､2等･エアコン付) 
      2日(木)       サルナート視察､仏塔､寺院､考古学博物館､シルク工場など     ベナレス泊 
      3日(金)       早朝､ガンジス川での沐浴場見学后カトマンズ(ネパール)へ 
                    日本大使館訪問后ヒマラヤ展望台のナガルコットへ        ナガルコット泊 
      4日(土)      カトマンズへ､途中カトマンズの谷(世界遺産)見学后､ 
カトマンズ市内視察､寺院､王宮ほか                       カトマンズ泊 
    5日(日)      バンコク経由タイ国際航空にて帰国へ 
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暴動レベル０ ： 抗議行動のみ 破壊なし 
暴動レベル１ ： 破壊活動を含む抗議行動 １００人以下（野次馬を除く） 破壊対象は政府関係のみ 
暴動レベル２ ： 破壊活動を含む抗議行動 １００人以上（野次馬を除く） 破壊対象は政府関係のみ  
暴動レベル３ ： 破壊活動を含む抗議行動 一般商店への略奪暴行を含む   
暴動レベル４ ： 偶発的殺人を伴った破壊活動 
暴動レベル５ ： テロなど計画的殺人および大量破壊活動 
 
                                              （つづき） 
 
